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と
、
同
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
七
条
第
一
項
中
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七

条
の
十
一
第
一
項
」
と
、
同
項
中
「
法
第
十
二
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
海
岸
保
全
施
設
の
新
設
又
は
改
良
に
関
す
る

工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
等
）

第
二
十
三
条

第
八
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
施
行
す

る
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
海
岸
保
全
施
設
の
新
設
又
は
改
良
に
関
す
る

工
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
法
第
十
三
条
第

三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
九
条
第

一
項
中
「
法
第
十
三
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条

第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
地
す
べ
り
防
止
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行

等
）

第
二
十
四
条

第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が

施
行
す
る
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
地
す
べ
り
防
止
工
事
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
法
第
十
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十

七
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
十
二
条
中
「
法
第
十
四
条
第
四
項
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
指
定
区
間
内
の
一
級
河
川
、
二
級
河
川
又
は

準
用
河
川
の
改
良
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
等
）

第
二
十
五
条

第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣

が
施
行
す
る
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
指
定
区
間
内
の
一
級
河
川
、
二
級

河
川
又
は
準
用
河
川
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
第
二
項
、
第
四
項
及

び
第
五
項
中
「
法
第
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
十
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

五
条
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
十
四
条
中
「
同
条
第
一
項
」と
あ
る
の
は「
法

第
十
七
条
の
十
四
第
一
項
」
と
、
同
条
中
「
法
第
十
五
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
十
四
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
に
係
る
権
限
の
代

行
等
）

第
二
十
六
条

第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通

大
臣
が
施
行
す
る
認
定
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
法
第
十
六
条
第
三
項
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
三
項
」
と
、
第
十
七
条
中
「
法
第
十
六

条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
七
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
五
項
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
土
地
改
良
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

土
地
改
良
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
一
条
の
二
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
十
七
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」

に
改
め
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

公
益
社
団
法
人
福
島
相
双
復
興
推
進
機
構

第
四
条
の
二
第
二
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
八
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
で
あ
る
第
二
号
厚
生
年
金
被

保
険
者

同
法
第
四
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公
益
社
団
法
人
福
島
相
双
復
興
推
進
機
構
及
び
国

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部

改
正
）

２

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成

二
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
中
「
第
四
条
の
二
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
四
条
の
二
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

（
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

３

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
中
「
第
四
条
の
二
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
四
条
の
二
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

山
本

公
一

〇
内
閣
官
房
令
第
五
号

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及

び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
内
閣
官

房
令
の
整
備
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
内
閣
官
房
令
の
整
備
に
関
す
る
内

閣
官
房
令

（
寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
総
理
府
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員

（
人
事
記
録
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

人
事
記
録
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
（
昭
和
四
十
一
年
総
理
府
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
場
合
又
は
」
を
「
場
合
、」に
改
め
、「
人
事
院
規
則
一

六
五
（
職
員
の
公
益
財
団
法

人
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
二
千
十
九
組
織
委
員
会
へ
の
派
遣
）
第
九
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
」
の
下
に
「
又
は

人
事
院
規
則
一

六
九
（
職
員
の
公
益
社
団
法
人
福
島
相
双
復
興
推
進
機
構
へ
の
派
遣
）
第
九
条
各
号
に
掲
げ
る
場

合
」
を
加
え
る
。

（
人
事
統
計
報
告
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

人
事
統
計
報
告
に
関
す
る
内
閣
官
房
令
（
昭
和
四
十
一
年
総
理
府
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

六

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
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